
　
七
月
七
日（
木
）に
さ
く
ら
保
育
所
に
て
七
夕

ま
つ
り
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
七
夕
ま
つ
り
会
で
は
、
三
歳
児
の
子
ど
も
た

ち
が
、
七
夕
の
歌
を
う
た
っ
た
り
、
七
夕
の
お

話
や
劇
を
み
て
、
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

　
園
内
に
置
か
れ
た
多
数
の
笹
に
は
、
子
ど
も

た
ち
の
願
い
事
が
書
か
れ
た
短
冊
が
飾
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
願
い
事
が
叶
い
ま

す
よ
う
に
・・・
。
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毎
年
八
月
十
五
日
の
終
戦
記
念
日

に
大
山
・
松
島
・
高
志
各
地
区
忠
魂

碑
前
に
て
戦
没
者
追
悼
式
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
今
年
は
次
の
日
程
で
行

い
ま
す
の
で
、
ご
遺
族
の
方
々
の
ご

参
列
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
上
板
町
役
場
　
福
祉
保
健
課

　
TEEE六
九
四

−

六
八
一
〇

終
戦
記
念
日
　

戦
没
者
追
悼
式

の
ご
案
内
　
　

平
成
二
十
八
年

八
月
十
五
日
（
月
）

①
大
山
忠
魂
碑
前

　
　
　
十
一
時
〜

②
高
志
忠
魂
碑
前

　
　
　
十
一
時
三
十
分
〜

③
松
島
忠
魂
碑
前

　
　
　
十
二
時
〜

　

こ
の
度
、
関
西
広
域
連
合
か
ら
徳
島
県
を
通
じ
た
要
請
に
よ
り
、
五
月
二
十
八
日
か

ら
六
月
一
日
ま
で
の
五
日
間
、
徳
島
県
支
援
チ
ー
ム
第
十
五
陣
と
し
て
益
城
町
に
て
復

興
事
務
に
従
事
し
ま
し
た
。

　

私
は
主
に
、
罹
災
証
明
書
発
行
の
補
助
業
務
に
従
事
し
ま
し
た
。
宿
泊
場
所
か
ら
益

城
町
の
移
動
は
主
に
車
で
の
移
動
で
し
た
の
で
、
車
窓
か
ら
の
風
景
を
見
て
お
り
ま
す

と
、
ひ
び
割
れ
た
道
路
・
押
し
つ
ぶ
さ
れ
た
家
・
傾
い
た
家
・
倒
れ
た
ブ
ロ
ッ
ク
壁
な

ど
が
当
た
り
前
の
状
態
で
と
て
も
同
じ
国
で
起
き
た
出
来
事
と
は
思
え
ず
、
衝
撃
を
受

け
ま
し
た
。
な
に
よ
り
こ
の
よ
う
な
非
日
常
的
な
環
境
下
で
暮
ら
し
て
い
る
人
が
大
勢

い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
を
考
え
ま
す
と
、
胸
が
苦
し
く
な
り
ま
す
。

　

罹
災
証
明
書
の
発
行
に
は
整
理
番
号
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
そ
の
整
理
券
も
す
ぐ

に
無
く
な
り
、な
か
な
か
証
明
書
が
発
行
さ
れ
な
い
方
が
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
証
明
書
の
内
容
に
納
得
が
い
か
な
い
方
が
お
ら
れ
た
り
と
、
現
場
は
大
変
な
状

況
で
あ
っ
た
こ
と
を
今
も
覚
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
も
、
被

災
者
の
方
は
お
互
い
に
声
を
掛
け
励
ま
し
合
い
、
時
に
は
、
私
に
ま
で
「
徳
島
か
ら
わ

ざ
わ
ざ
あ
り
が
と
う
」
と
声
を
か
け
て
い
た
だ
い
た
り
と
、
人
々
の
復
興
へ
の
強
い
意

志
が
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、同
時
に
自
然
が
持
っ
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
人
間
に
は
計
り
知
れ
な
い
強
さ
で
あ
る
こ
と
を
肌
身
で
感
じ
ま
し
た
。

　

五
日
間
と
い
う
短
い
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
復
興
支
援
と
い
う
貴
重
な
体
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
日
頃
か
ら
の
災
害
に
対
す
る
防
災
意
識
を
持
つ
こ
と
が
い
か
に
重
要

か
を
認
識
し
ま
し
た
。
徳
島
で
も
今
後
南
海
地
震
の
発
生
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま

す
。
一
人
一
人
が
少
し
で
も
災
害
に
対
し
て
意
識
を
持
つ
こ
と
が
、
重
要
で
あ
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

　

被
災
地
の
復
興
に
は
ま
だ
時
間
が
か
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
一
人
一
人
が
少
し

ず
つ
で
も
い
い
の
で
継
続
し
て
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
、
復
興
へ
の
早
道
だ
と
思
い
ま

す
。
被
災
地
の
一
日
で
も
早
い
復
興
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

熊
本
地
震
被
災
地
支
援

上
板
町
派
遣
職
員
報
告

総務課
武市　裕貴

益
城
町
役
場
周
辺
の
被
害
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支
部
別
人
権
懇
談
会
開
催
の

お
願
い
に
つ
い
て

　

上
板
町
で
は
、
二
〇
一
一
年
度
よ
り
支
部
を
対
象
と
し
た
人

権
懇
談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
ま
で
毎
年
一
〇
支
部

以
上
、
延
べ
で
六
〇
〇
人
以
上
の
方
々
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

住
み
よ
い
上
板
町
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
人
権
問
題
は
と
て

も
大
切
な
テ
ー
マ
で
す
。
懇
談
会
で
は
、
身
近
な
問
題
を
取
り

上
げ
て
、
人
権
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
を
重
点
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
懇
談
会
を
開
催
し
て
い
た
だ
く
と
、
上
板
町
よ
り
支
部

助
成
金
と
し
て
五
千
円
が
給
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
ま
だ
開
催
し

て
い
な
い
支
部
は
、
総
会
な
ど
の
寄
合
と
一
緒
に
、
ぜ
ひ
開
催

を
お
願
い
し
ま
す
。
時
間
は
四
〇
〜
六
〇
分
で
夜
間
、
土
日
祝

日
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
重
複
を
防
ぐ
た
め
、
事
前
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
次
の
と
こ

ろ
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

教
育
委
員
会　

℡
六
九
四

−

六
八
一
四　

吉
野
又
は
森
本
ま
で

支
部
長
の
皆
様
へ

　

ね
ん
き
ん
定
期
便
な
ど
に
よ
り
年
金
記
録
を
確
認
い
た
だ
き
、

少
し
で
も
心
配
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、「
ね
ん
き
ん
定
期
便
・
ね
ん

き
ん
ネ
ッ
ト
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」
へ
お
電
話
い
た
だ
く
か
、
思
い
当

た
る
状
況
を
メ
モ
し
て
い
た
だ
き
、
お
近
く
の
年
金
事
務
所
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

年
金
記
録
の
確
認
は

お
済
み
で
す
か
？

　

年
金
記
録
が
間
違
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
年
金
記
録
の

訂
正
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

四
国
厚
生
支
局
に
お
い
て
は
、
様
々
な
調
査
を
行
い
、
中
国
四

国
地
方
年
金
記
録
訂
正
審
議
会
の
審
議
結
果
に
基
づ
き
訂
正
（
不

訂
正
）
の
決
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

古
い
期
間
の
記
録
の
調
査
に
お
い
て
は
、
会
社
に
給
与
台
帳
が

残
っ
て
い
な
い
、
所
得
証
明
が
と
れ
な
い
な
ど
、
証
拠
と
な
る
資

料
の
収
集
が
困
難
と
な
り
、
記
録
訂
正
に
結
び
つ
か
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　

ご
自
身
の
年
金
記
録
に
少
し
で
も
心
配
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

お
早
め
に
年
金
事
務
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「
徳
島
北
年
金
事
務
所
」�

〇
八
八

−

六
五
五

−

〇
二
〇
〇

「
ね
ん
き
ん
定
期
便･

ネ
ッ
ト
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」

〇
五
七
〇

−

〇
五
八

−

五
五
五

※
お
客
様
の
電
話
番
号
が
〇
五
〇
で
始
ま
る
場
合

�

〇
三

−

六
七
〇
〇

−

一
一
四
四

お
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
役
所
の
仕
事
に
対
す
る

苦
情
や
要
望
な
ど
の
相
談
を
受
け
、
必
要
に
応

じ
て
関
係
行
政
機
関
に
あ
っ
せ
ん
を
行
い
ま

す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
開
設
日
　
八
月
十
七
日
（
水
）

■
開
設
時
間
　
午
後
一
時
三
十
分
〜
午
後
四
時

■
開
設
場
所
　
上
板
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

一
日
行
政
相
談
所

開
設
予
定
日

　

上
板
町
か
ら
四
名
の
方
が
、
徳
島
県

警
察
本
部
長
、
徳
島
県
交
通
安
全
協
会

長
よ
り
、
交
通
安
全
優
良
運
転
者
表
彰

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

永
年
に
わ
た
る
優
良
運
転
の
成
績
を

収
め
ら
れ
た
栄
え
あ
る
受
賞
を
た
た
え

る
と
と
も
に
、
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
健

勝
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

敬
称
略

〈
三
十
年
〉

　
飯
　
尾
　
美
　
紀

　
木
　
内
　
常
　
夫

〈
二
十
年
〉

　
飯
　
田
　
勝
　
利

　
村
　
上
　
浩
　
一

交
通
安
全
優
良
運
転
者
表
彰

お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

ホームページ開設のお知らせ

この度板野西部消防組合では、かねてより準備を進

めておりましたホームページを開設いたしました。

アドレスは、

http://www.itanoseibu-119.org/
です。

どうぞよろしくお願いいたします。
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平
成
二
十
八
年
度
　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
ご
加
入
の
み
な
さ
ま
へ

　
平
成
二
十
八
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
が
決
ま
り
ま
し

た
。
保
険
料
の
決
定
通
知
書
と
納
入
通
知
書
を
八
月
中
旬
ま
で

に
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
確
認
と
納
付
を
必
ず
お
願
い
し
ま
す
。

被保険者均等割額と所得割額を合計して、個人単位で計算します。保険料の上限は年額
57万円です。
平成28年度確定保険料　＝
被保険者均等割額　52,913円＋｛（総所得金額等−33万円）×所得割率　10.98％｝

●保険料の算出方法

●保険料の軽減　…　所得の低い方及び国保・国保組合以外の健康保険の被扶養者であった
　　　　　　　　　方は、次のとおり保険料が軽減されます。

世帯主と世帯の被保険者の所得額
の合計に応じて、均等割額が世帯
単位で軽減されます。

被保険者均等割額
の軽減　　　　　

被保険者の基礎控除（33万円）後の
総所得金額等に応じて、所得割額が
軽減されます。

基礎控除（33万円）後
の総所得金額等　　 所得割の軽減割合

58万円以下 5割

所得割額
の軽減　

後期高齢者医療制度加入の前
日まで、国保・国保組合以外
の健康保険の被扶養者となっ
ていた方が対象となります。

被用者保険の被
扶養者であった
場合の軽減　　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
の
納
期
に
つ
い
て

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
期
は

次
の
と
お
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

御
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

期別 納期
第1期 8月 1日から 8 月31日
第2期 9月 1日から 9 月30日
第3期 10月 1日から10月31日
第4期 11月 1日から11月30日
第5期 12月 1日から12月25日
第6期 1月 1日から 1 月31日
第7期 2月 1日から 2 月末日
第8期 3月 1日から 3 月31日
※納期限が休日のときは、その翌
日が納期限となります。

納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
で
！

　

納
付
い
た
だ
く
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
を
あ
な
た
の
指
定
口
座
か
ら
自
動

的
に
振
り
替
え
納
付
で
き
る
便
利
な
方

法
で
す
。

1
口
座
振
替
の
で
き
る
金
融
機
関

　

阿
波
銀
行　
　
　

徳
島
銀
行

　

ゆ
う
ち
ょ
銀
行　

板
野
郡
農
協

2
申
し
込
み
方
法

　

通
帳
と
、
通
帳
届
出
印
等
を
お
持
ち

に
な
り
、
上
板
町
内
取
り
扱
い
金
融
機

関
に
て
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

3
申
し
込
み
の
締
め
切
り
日

　

各
納
期
月
の
前
月
末
日

　
上
板
町
役
場
　
税
務
課

　
TEE　六
九
四

−

六
八
〇
七

お
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
の
た
め
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
被
保
険
者
の
方
を

対
象
に
、
健
康
診
査
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
1
健
診
項
目　

身
体
計
測
・
血
圧
測
定
・
血
液
検
査
・
尿
検
査

2
健
診
費
用　

無
料

3
健
診
場
所　

健
診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
病
院
、
診
療
所
等
の
一
覧
表
を
、

受
診
券
に
同
封
し
て
送
付
い
た
し
ま
す
。

4
受
診
期
間　

健
康
診
査
受
診
券
を
受
け
取
っ
て
か
ら
、
平
成
二
十
八
年
十
二
月

末
日
ま
で
の
間

　　

健
康
診
査
の
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、『
健
康
診
査
申
込
書
』
に
記
入
の
上
、

上
板
町
役
場
税
務
課
へ
御
提
出
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
税
務
課
窓
口
に
ご
ざ
い
ま
す
。

　

申
込
み
を
さ
れ
た
方
に
は
、
後
日
健
康
診
査
受
診
券
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

◎申込期限（受診券送付時期）
１回目　平成28年８月19日（金）　（平成28年９月中旬頃）
２回目　平成28年９月16日（金）　（平成28年10月下旬頃）
３回目　平成28年10月21日（金）　（平成28年11月中旬頃）
４回目　平成28年11月４日（金）　（平成28年11月下旬頃）
５回目　平成28年11月25日（金）　（平成28年12月中旬頃）

※
御
注
意

①　

五
回
目
の
申
込
期
限
を
過
ぎ
る
と
受
付
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
期
限
ま
で
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

②　

次
の
方
に
つ
い
て
は
、
健
康
診
査
の
対
象
外

と
な
り
ま
す
の
で
、
申
込
み
は
御
遠
慮
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
平
成
二
十
八
年
四
月
以
降
に
、
病
院
等
で
血
液

検
査
及
び
尿
検
査
を
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
方

・
平
成
二
十
八
年
四
月
以
降
、
既
に
他
の
健
康
保

険
な
ど
で
健
康
診
査
を
済
ま
さ
れ
て
い
る
方

・
平
成
二
十
八
年
十
月
一
日
以
降
に
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
加
入
さ
れ
た
方

・
施
設
入
所
さ
れ
て
い
る
方

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
　事
業
課

〒
七
七
一−

〇
一
三
五
　徳
島
市
川
内
町
平
石
若
松
七
八
番
地
一

TEE　（
〇
八
八
）六
七
七

−

三
六
六
六

上
板
町
役
場
　
税
務
課�

TEE　六
九
四

−

六
八
〇
七

健
康
診
査
の
ご
案
内

保
険
料
に
つ
い
て

世帯の所得額の合計 均等割額の
軽減割合　

33万円以下で、世帯内の被保険者全員
の所得がない（年金収入80万円以下） 9割

33万円以下 8.5割

33万円＋（26万5千円×被保険者数）以下 5割

33万円＋（48万円×被保険者数）以下 2割
均等割額 所得割額
9割軽減 負担なし
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徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で

は
、
現
在
処
方
さ
れ
て
い
る
新
薬
を
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
た
場
合

に
、
自
己
負
担
額
が
ど
れ
く
ら
い
軽
減
で

き
る
の
か
、
そ
の
一
例
を
お
知
ら
せ
す
る

通
知
を
平
成
二
十
八
年
九
月
下
旬
に
送
付

し
ま
す
。

　
通
知
の
対
象
者
は
、
本
年
五
月
に
医
療

機
関
で
新
薬
を
処
方
さ
れ
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
た
場
合
に
自
己
負

担
額
が
大
き
く
軽
減
さ
れ
る
方
で
す
。

　
な
お
、
す
べ
て
の
お
薬
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
が
あ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
の

で
、
利
用
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
医
師

や
薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

　

連
合
事
務
局
事
業
課　
　
　
　

　
ＴＥＬ　
〇
八
八

−

六
七
七

−

三
六
六
六

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
、

新
薬
の
特
許
が
切
れ
た
後
に
、
同

じ
有
効
成
分
を
使
っ
て
作
ら
れ
、

新
薬
と
同
等
の
効
果
、
効
能
を
厚

生
労
働
省
か
ら
承
認
さ
れ
て
い
る

医
薬
品
で
す
。

ジェネリック医薬品による
自己負担額軽減のお知らせを発送します

ジェネリック医薬品による
自己負担額軽減のお知らせを発送します

ジェネリック医薬品による
自己負担額軽減のお知らせを発送します

　

八
月
は
町
・
県
民
税
（
第
二
期
）
国

民
健
康
保
険
税
（
第
二
期
）
及
び
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
（
第
一
期
）
の
納

付
月
で
す
。
納
期
限
は
八
月
三
十
一
日

（
水
曜
日
）
で
す
。

　

納
期
限
内
に
お
納
め
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

口
座
振
替
の
方
は
、
八
月
三
十
一
日

に
引
き
落
と
し
い
た
し
ま
す
の
で
、
残

高
の
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
転
出
・
婚
姻
等
、
世
帯
状
況
に
異
動

が
あ
っ
た
場
合
で
も
、
自
動
的
に
解

約
と
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　
■
口
座
振
替
の
手
続
き

　

通
帳
と
通
帳
届
出
印
を
持
参
し
、
上

板
町
内
取
扱
金
融
機
関
窓
口
で
お
申
し

込
み
下
さ
い
。

　
■
ご
利
用
い
た
だ
け
る
町
税（
料
）

　

町
県
民
税
・
固
定
資
産
税
・

　

軽
自
動
車
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
■
取
扱
金
融
機
関

　

阿
波
銀
行
、
徳
島
銀
行
、

　

板
野
郡
農
協
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

口
座
振
替

　
上
板
町
役
場
　
税
務
課

　
TEE　六
九
四

−

六
八
〇
七

お
問
い
合
わ
せ
先

限
度
額
適
用
認
定
証

更
新
の
お
知
ら
せ

　

現
在
発
行
さ
れ
て
い
る
国
民
健
康
保

険
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」、「
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
の

有
効
期
限
は
平
成
二
十
八
年
七
月

三
十
一
日
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
八
年
八
月
か
ら
も
引
き
続

き
認
定
証
を
ご
利
用
の
方
は
、
役
場
税

務
課
ま
で
更
新
手
続
き
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

【
お
持
ち
い
た
だ
く
物
】

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・
印
鑑

・
平
成
二
十
八
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

の
認
定
証

※
所
得
申
告
が
お
済
み
で
な
い
方
（
公

的
年
金
支
払
報
告
書
、
給
与
支
払
報

告
書
の
提
出
が
あ
る
方
は
除
く
）は
、

所
得
の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
※
国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
状
況
に

よ
っ
て
は
認
定
証
を
発
行
で
き
な
い

場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

高
齢
受
給
者
証
の

受
取
り
は
お
済
み

で
す
か

　

平
成
二
十
八
年
八
月
一
日
か
ら

の
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証

（
う
ぐ
い
す
色
）
を
七
月
下
旬
に

発
送
し
ま
し
た
。

　

ま
だ
お
手
元
に
届
い
て
い
な
い

方
は
、
役
場
税
務
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
対
象

　

上
板
町
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
七
十
歳
か
ら
七
十
四

歳
ま
で
の
方

・
有
効
期
限

　

平
成
二
十
九
年
七
月
三
十
一
日

ま
で

　
（
七
十
五
歳
に
な
る
方
の
有
効

期
限
は
、
七
十
五
歳
の
誕
生
日

の
前
日
ま
で
）

　
上
板
町
役
場
　
税
務
課

　
TEE　六
九
四

−

六
八
〇
七

上
板
町
国
民
健
康
保
険
加
入
の
皆
様
へ

お
問
い
合
わ
せ
先

今
月
の
納
付
期
限

今
月
の
納
付
期
限

に
つ
い
て

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

に
つ
い
て
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毎
月
第
四
日
曜
日
に
役
場
駐
車
場
で
実
施
し
て
い

ま
す
「
資
源
物
」
の
回
収
に
は
、
多
く
の
支
部
長
様

を
は
じ
め
住
民
の
皆
様
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

下
記
の
グ
ラ
フ
は
、
平
成
二
十
二
年
度
か
ら
平
成

二
十
七
年
度
ま
で
の
資
源
物
回
収
日
に
回
収
し
た

「
資
源
物
量
」
の
推
移
を
表
し
た
も
の
で
す
。
回
収

し
た
「
資
源
物
」
は
、
全
て
再
生
業
者
に
引
き
渡
し

再
資
源
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

も
し
、
新
聞
紙
や
雑
誌
類
な
ど
平
成
二
十
七
年
度

の
資
源
物
回
収
量
二
二
〇
ト
ン
（
廃
乾
電
池
及
び
廃

蛍
光
管
を
除
く
。）
を
リ
サ
イ
ク
ル
せ
ず
に
、
全
て

燃
え
る
ご
み
と
し
て
中
央
広
域
環
境
施
設
組
合
の
処

理
施
設
で
処
理
し
て
い
れ
ば
、
平
成
二
十
八
年
度
の

本
町
の
ご
み
処
理
負
担
金
は
約
七
、四
〇
〇
千
円
も

増
加
し
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ご
み
処
理
経
費
を
削
減
し
、
町
財
源
の
有
効
活
用

を
図
る
た
め
に
は
、大
切
な
「
資
源
」
は
「
可
燃
ご
み
」

と
し
て
処
理
せ
ず
、
再
資
源
化
を
図
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

　

住
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、「
資
源
物
」

の
回
収
に
引
き
続
き
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度

新聞紙

雑誌類

ダンボール

衣類

ペットボトル

紙パック

「資源物」回収量の推移（単位：㎏）

年　度 新聞紙 雑誌類 ダンボール 衣類 ペットボトル 紙パック 廃食油 廃乾電池 廃蛍光管 計

H22年度 111,650 72,500 29,880 40,150 15,240 1,730 3,840 0 1,604 276,594

H23年度 97,050 68,070 34,760 27,840 13,800 2,260 3,730 5,340 1,344 254,194

H24年度 96,540 62,420 29,660 24,400 13,320 1,500 4,270 2,680 1,494 236,284

H25年度 89,010 63,000 28,920 21,700 14,190 1,220 4,070 2,660 1,277 226,047

H26年度 81,070 58,430 31,630 20,720 12,980 1,600 4,010 2,060 1,260 213,760

H27年度 87,510 64,860 29,670 19,630 13,360 1,240 3,900 2,620 1,331 224,121

上板町役場　環境保全課　TEL�694 − 6813

（単位：㎏）

回
収
量
の
推
移

回
収
量
の
推
移

回
収
量
の
推
移

「
資
源
物
」

「
資
源
物
」

「
資
源
物
」
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生
ご
み
処
理
機
等
で
ご
み
の

減
量
化
に
取
り
組
み
ま
せ
ん
か

　

町
で
は
、
生
ご
み
の
減
量
化
及
び
資
源
化
を
推
進
す
る
た
め
、
家

庭
用
生
ご
み
処
理
機
等
の
購
入
に
補
助
金
制
度
を
設
け
て
お
り
ま
す

の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

手
続
き
方
法
等
詳
し
い
こ
と
は
、
町
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
環

境
保
全
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
相
談
事
例
】

 

「
古
着
が
あ
れ
ば
分
け
て
ほ
し
い
。
実
物
を
見
て
か
ら
値
段

を
つ
け
た
い
の
で
訪
問
し
て
よ
い
か
」
と
女
性
か
ら
電
話
が

あ
り
承
諾
し
た
と
こ
ろ
、
近
辺
で
待
機
し
て
い
た
男
性
が
す

ぐ
に
来
訪
し
た
。「
古
着
の
他
に
指
輪
や
ネ
ッ
ク
レ
ス
も
買

い
取
っ
て
い
る
の
で
見
せ
て
」
と
し
つ
こ
く
迫
ら
れ
、
怖
く

な
り
貴
金
属
を
見
せ
る
と
安
く
買
い
取
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

　

業
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
消
費
者
か
ら
訪
問
に
よ
る
買
い
取

り
を
要
請
さ
れ
た
場
合
か
、
消
費
者
の
同
意
を
得
て
か
ら
で

な
い
と
訪
問
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

事
例
の
よ
う
に
、
訪
問
し
て
か
ら
古
着
以
外
の
約
束
し
て

い
な
い
物
品
の
買
い
取
り
を
勧
誘
す
る
行
為
は
、
法
律
で
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

契
約
を
結
び
、
実
際
に
契
約
書
面
を

交
わ
し
た
日
か
ら
八
日
以
内
は
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
、

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
中
は
物
品
の

引
き
渡
し
を
拒
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

訪
問
購
入
に
つ
い
て
、
勧
誘
方
法
等

に
問
題
が
あ
る
と
感
じ
た
場
合
は
、
業

者
名
、
連
絡
先
等
を
メ
モ
し
、
左
記
窓

口
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
上
板
町
消
費
生
活
相
談
窓
口

　
TEE　六
九
四

−

六
八
一
六 

　
秘
密
厳
守
・
相
談
無
料

　
月
〜
金
曜
日
　
九
時
〜
十
六
時
三
十
分（
休
所
日
　土
日
祝
）

　
役
場
東
隣
　
上
板
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
事
務
所
内

上
板
町
消
費
生
活
相
談
窓
口

か
ら
の
お
知
ら
せ

「
古
着
を
買
い
取
り
ま
す
！
」

訪
問
購
入
の
悪
質
な
手
口
に
注
意

補助金額

手続き方法などお問い合わせ先
上板町役場　環境保全課　TEL 694－6813

補助対象経費は処理機等本体の購入価格です。
運搬費や設置費等は補助対象外です。

①電気式生ごみ処理機器（例：乾燥式・バイオ式）
　購入価格の２分の１以内の額で、25,000円を限度。
　【補助数　7月25日現在　残り9台】

②生ごみ処理容器（例：コンポスト・ＥＭ菌等使用容器）
　購入価格の２分の１以内の額で、3,000円を限度。
　【補助数　7月25日現在　残り6台】

※補助金の交付は１世帯につき１回限りで、電気式生ごみ処理機器又は生ごみ
　処理容器のどちらか１台となります。
※事前購入は対象外です。
※先着順に受け付け、補助数に達し次第、締め切りとなります。

上板町リサイクルセンター
（役場西隣）
※引取りには、大型ごみ１品につき
　「大型ごみシール」が１枚必要です。

引取り場所

８月21日（日）
午前8時～正午

今月の大型ごみ
引取日は・・・

特に心がけていただきたい夏季の取り組み

夏季の省エネルギー対策について夏季の省エネルギー対策について夏季の省エネルギー対策について
～６月から９月は夏季の省エネキャンペーン～

６月から９月までの期間はエネルギー消費が増加する季節です。冷房中
の室温を適切に調整する等の省エネルギー対策を実践しましょう。

■風量や外気温等の状況に応じて窓を開け外気を取り入れ、冷房を停止する。
■冷房中の室温は、原則 28℃を徹底する。
■冷房効果を高めるため、フィルターの掃除、
　ブラインドの活用、扇風機の使用等工夫する。
■エアコンを購入するときは、省エネラベルを確認し、
　省エネルギー性能が高い機器を選択する。

〈空調〉

28℃
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　1
　
独
立
・
自
営
就
農
時
の
年
齢
が
、
原
則
と
し
て
四
十
五
歳

未
満
で
あ
り
、
農
業
経
営
者
と
な
る
こ
と
に
つ
い
て
の
強
い

意
欲
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

　
　

以
下
の
５
要
件
を
必
ず
満
た
す
「
独
立
・
自
営
就
農
」
で

あ
る
こ
と

　

①　

農
地
の
所
有
権
又
は
利
用
権
を
有
し
て
い
る
こ
と
。
た

だ
し
、
親
族
か
ら
貸
借
し
た
農
地
が
主
で
あ
る
場
合
は
、

給
付
期
間
中
に
当
該
農
地
の
所
有
権
を
給
付
対
象
者
に
移

転
す
る
こ
と
を
確
約
す
る
こ
と
。

　

②　

主
要
な
農
業
機
械
、
施
設
を
自
ら
所
有
し
、
又
は
貸
借

し
て
い
る
こ
と
。

　

③　

生
産
物
や
生
産
資
材
等
を
本
人
名
義
で
出
荷
、
取
引
す

る
こ
と
。

　

④　

本
人
の
農
産
物
等
の
売
り
上
げ
や
経
費
の
支
出
な
ど
の

経
営
収
支
を
本
人
名
義
の
通
帳
及
び
帳
簿
で
管
理
し
て
い

る
こ
と
。

　

⑤　

給
付
対
象
者
が
農
業
経
営
に
関
す
る
主
宰
権
を
有
し
て

い
る
。

2
　
認
定
新
規
就
農
者
で
あ
る
こ
と
（
上
板
町
で
青
年
等

就
農
計
画
の
認
定
を
受
け
た
者
で
あ
る
こ
と
。）

　

◆
青
年
等
就
農
計
画
が
以
下
の
基
準
に

適
合
し
て
い
る
こ
と
。

　

①　

農
業
経
営
を
開
始
し
て
５
年
後
ま

で
に
農
業
で
生
計
が
成
り
立
つ
計
画

で
あ
る
こ
と
。

　

②　

計
画
の
達
成
が
実
現
可
能
で
あ
る

こ
と
。

3
　
経
営
の
全
部
又
は
一
部
を
継
承
す
る
場
合
は
、
継
承
す
る

農
業
経
営
に
従
事
し
て
か
ら
５
年
以
内
に
継
承
し
て
農
業
経

営
を
開
始
し
、
か
つ
給
付
期
間
中
に
、
新
規
作
目
の
導
入
、

経
営
の
多
角
化
等
経
営
展
開
に
向
け
た
取
組
を
行
い
、
新
規

参
入
者
（
土
地
や
資
金
を
独
自
に
調
達
し
、
新
た
に
農
業
経

営
を
開
始
し
た
者
を
い
う
。）と
同
等
の
経
営
リ
ス
ク
を
負
っ

て
経
営
を
開
始
す
る
青
年
等
就
農
計
画
で
あ
る
と
町
に
認
め

ら
れ
る
こ
と
。

4
　
町
の
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
に
中
心
と
な
る
経
営
体
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
、
又
は
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
が
確
実
と

見
込
ま
れ
る
こ
と
。
あ
る
い
は
農
地
中
間
管
理
機
構
か
ら
農

地
を
借
り
受
け
て
い
る
こ
と
。

5
　
原
則
と
し
て
生
活
費
の
確
保
を
目
的
と
し
た
国
の
他
の
事

業
に
よ
る
給
付
等
を
受
け
て
お
ら
ず
、「
農
の
雇
用
事
業
」

に
よ
る
助
成
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
農
業
法
人
等
で
な
い
こ

と
。

6
　
原
則
と
し
て
農
林
水
産
省
青
年
新
規
就
農
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
一
農
ネ
ッ
ト
）
に
加
入
し
て
い
る
こ
と
。

　

◆
加
入
は
農
林
水
産
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
可
能
で
す
。

＊
給
付
金
・
給
付
期
間
に
つ
い
て

　
　

給
付
申
請
に
つ
い
て
は
、
上
記
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た

す
こ
と
を
条
件
と
し
ま
す
。
給
付
金
の
額
は
、
経
営
開
始
初

年
度
は
給
付
期
間
一
年
に
つ
き
一
五
〇
万
円
を
給
付
し
、
経

営
開
始
二
年
目
以
降
は
給
付
期
間
一
年
に
つ
き
三
五
〇
万
円

か
ら
前
年
の
総
所
得
（
経
営
開
始
後
の
所
得
に
限
り
給
付
金

を
除
く
）
を
減
じ
た
額
に
３／５
乗
じ
て
得
た
額
（
一
円
未

満
切
り
捨
て
）
を
給
付
し
ま
す
。
た
だ
し
、
前
年
の
総
所
得

が
一
〇
〇
万
円
未
満
の
場
合
は
一
五
〇
万
円
を
給
付
し
ま

す
。
ま
た
、期
間
は
最
長
五
年
間
（
経
営
開
始
後
五
年
度
分
）

と
な
り
ま
す
。

希望の方は 8月 26日までに「青年等就農計画認定申請書」の提出が必要です。
申請書は役場産業課に用意してあります。

青年就農給付金青年就農給付金青年就農給付金青年就農給付金
（経営開始型）

第２回
募集

就
農
し
て
か
ら
の
期
間
が
短
く
、
経
営
が
不
安
定
な

時
期
の
新
規
就
農
者
に
対
し
給
付
金
を
給
付
し
ま
す
。

交
付
要
件
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

お問い合わせ　　上板町役場　産業課　TEL 694 − 6806
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募集種目 資　　格 受付期間 試 験 日 そ　の　他

自 衛 官 候 補 生（男子） 18歳〜 27歳未満の男子 年間を通じて行っております。 受付時にお知らせします。
試験会場
海上自衛隊徳島教育航空群基地内（松茂町）
詳細については、下記のお問合せ先までご連絡下さい。

（女子） 18歳〜 27歳未満の女子 7月 1日〜 9月 8日 9月23日〜27日

一 般 曹 候 補 生 18歳〜 27歳未満の者 7月 1日〜 9月 8日
1次：9月16・17日
2 次：10月6〜12日
いずれか一日を指定されます。

航 空 学 生 高卒（見込含）21歳未満 7月 1日〜 9月 8日
1次：9月22日
2 次：10月15〜20日
3 次：11月12〜12月15日

試験会場
１次試験、２次試験は
海上自衛隊　徳島教育航空群基地内（松茂町）
詳細については、下記のお問合せ先までご連絡下さい。

防衛医科大学校看護学科学生
（自衛官候補看護学生） 高卒（見込含）21歳未満 9月 5日〜 9月30日 1 次：10月15日

2 次：11月26・27日

試験会場
１次試験：海上自衛隊　徳島教育航空群基地内（松茂町）
２次試験：陸上自衛隊　善通寺駐屯地（香川県善通寺市）
詳細については、下記のお問合せ先までご連絡下さい。

防衛医科大学医学科学生 高卒（見込含）21歳未満 9月 5日〜 9月30日 1 次：10月29・30日
2 次：12月14〜16日

試験会場
１次試験：海上自衛隊　徳島教育航空群基地内（松茂町）
２次試験：防衛医科大学本校（埼玉県所沢市）
詳細については、下記のお問合せ先までご連絡下さい。

防衛大学校学生
一般

（前期）高卒（見込含）21歳未満
（自衛官は23歳未満）

9月 5日〜 9月30日 1 次：11月 5・6 日
2 次：12月 6 〜10日

試験会場
１次試験：海上自衛隊　徳島教育航空群基地内（松茂町）
２次試験：陸上自衛隊　善通寺駐屯地（香川県善通寺市）
詳細については、下記のお問合せ先までご連絡下さい。

一般
（後期）

29年
1 月21日〜 1月27日

1 次：29年 2 月18日
2 次：29年 3 月10日

試験会場
防衛大学校本校（神奈川県横須賀市）
詳細については、下記のお問合せ先までご連絡下さい。

　　　　　　　　　自衛隊鳴門地域事務所（TELE088－685－5306）　住所：鳴門市撫養町立岩字七枚57
　　　　　　　　　自衛官募集ホームページ　http://www.mod.go.jp/gsdf/jieikanbosyu/

自 衛 官 （ 学 生 ） 受 付 案 内

お問い合わせ先

　未
来
を
担
う
青
少
年
が
、
豊
か
な
人
間
性
や
社
会
性

を
身
に
つ
け
、「
自
立
し
た
大
人
」
と
し
て
成
長
し
、

い
き
い
き
と
活
躍
す
る
こ
と
は
、
私
た
ち
町
民
す
べ
て

の
願
い
で
す
。

　し
か
し
な
が
ら
、
少
子
化
・
核
家
族
化
に
よ
る
家
族

形
態
の
変
化
、
高
度
情
報
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
、

さ
ら
に
は
厳
し
い
雇
用
情
勢
な
ど
、
社
会
経
済
情
勢
が

急
激
に
変
化
す
る
中
で
、児
童
虐
待
や
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
等
を
介
し
た
青
少
年
の
犯
罪
被
害
に
加
え
、
ニ
ー
ト

や
ひ
き
こ
も
り
と
い
っ
た
「
社
会
的
自
立
が
困
難
な
若

者
」
の
増
加
な
ど
、
青
少
年
を
め
ぐ
る
問
題
は
ま
す
ま

す
複
雑
多
様
化
し
、
早
急
に
対
応
し
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。

　こ
の
よ
う
な
状
況
に
加
え
、
日
本
全
体
が
大
規
模
な

自
然
災
害
か
ら
復
興
・
発
展
し
て
い
く
上
で
、
青
少
年

が
社
会
的
な
連
帯
感
や
規
範
意
識
を
身
に
つ
け
、
主
体

的
に
生
き
る
人
間
と
し
て
成
長
す
る
た
め
に
は
、
多
様

な
人
間
関
係
の
中
で
、
社
会
性
を
養
う
た
め
の
よ
り
良

い
環
境
づ
く
り
が
一
層
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　こ
の
た
め
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
社
会
・
関
係
機
関

が
緊
密
に
連
携
し
、
非
行
か
ら
青
少
年
を
守
る
と
い
う

気
運
を
醸
成
す
る
と
と
も
に
、
非
行
に
対
す
る
理
解
と

認
識
を
深
め
、
地
域
に
密
着
し
た
き
め
細
か
な
青
少
年

の
非
行
防
止
・
健
全
育
成
を
図
る
た
め
、
ま
た
、
本
町

か
ら
一
件
で
も
青
少
年
非
行
が
減
少
す
る
こ
と
を
願
っ

て
次
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

　青
少
年
の
非
行
防
止
と
健
全
育
成
の
た
め
、
子
ど
も

た
ち
の
幸
せ
の
た
め
、
多
数
の
皆
様
方
の
御
参
加
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

上
板
町
推
進
大
会
の
開
催
に
つ
い
て
（
御
案
内
）

県
民
総
ぐ
る
み
運
動

１．日　時　　平成 28 年８月９日（火）午後７時～
２．場　所　　上板町中央公民館　大会議室（役場２階）
３．主　催　　青少年育成上板町民会議・上板町・上板町教育委員会
４．内　容　　◇上板中学校校内非行防止作文優秀者表彰
　　　　　　　◇上板中学校校内非行防止作文最優秀者発表
　　　　　　　◇大　会　宣　言
　　　　　　　◇基　調　講　演 
　　　　　　　　　講　師　徳島県教育委員会人権教育課
　　　　　　　　　　　　　いじめ問題等対策担当
　　　　　　　　　　　　　指導主事　野田　耕市郎　さん
　　　　　　　　　演　題　「 いじめの認知と現状 」

－担い手はキミたちだ ! !
　　誰もが輝くとくしまづくり－

スローガン
－担い手はキミたちだ ! !
　　誰もが輝くとくしまづくり－

『
防
ご
う
！
少
年
非
行
』

『
防
ご
う
！
少
年
非
行
』

『
防
ご
う
！
少
年
非
行
』
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松島の千本桜を眺めながら歩く「さくらコース」と
台山公園からの景色を楽しめる「台山みはらしコース」の二種類です。

ウォーキングコースのマップは役場産業課と技の館にてお渡ししております。
日々の健康や家族の憩いに、上板町の風景を堪能しながらのウォーキングをお楽しみ下さい。

松島の千本桜を眺めながら歩く「さくらコース」と
台山公園からの景色を楽しめる「台山みはらしコース」の二種類です。

ウォーキングコースのマップは役場産業課と技の館にてお渡ししております。
日々の健康や家族の憩いに、上板町の風景を堪能しながらのウォーキングをお楽しみ下さい。

上板町観光物産協会　TEL 694-6688

　
去
る
平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
八
日
（
火
） 

人
権
啓
発

活
動
事
業
と
し
て
『
人
権
の
花
運
動
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　『
人
権
の
花
運
動
』
と
は
、主
に
小
学
生
を
対
象
と
し
て
、

花
を
協
力
し
な
が
ら
育
て
る
こ
と
を
通
し
、
協
力
や
感
謝

す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
や
さ
し
い
思
い

や
り
の
心
を
持
ち
、
人
権
思
想
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し

た
も
の
で
す
。

　
こ
の
日
は
、
上
板
町
人
権
擁
護
委
員
か
ら
町
内
四
小
学

校
の
児
童
に
花
苗
、
プ
ラ
ン

タ
ー
、
花
の
土
を
贈
呈
し
、

東
光
小
学
校
で
は
人
権
学

習
と
し
て
、
人
権
擁
護

委
員
に
よ
る
人
権
劇
の

鑑
賞
を
し
た
後
、
贈
呈

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ

情
報
提
供
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●　成虫は28～37mmの大きさで、
光沢のある黒色。

●　赤色の背中が特徴で、側面に突
起があります。

●　成虫は６月中旬から８月上旬に
現れ、幹や樹皮の割れ目に産卵
し、８～９日後に孵化します。

●　幼虫が寄生した樹からは大量の
フラス（木屑と糞の混じったも
の）が排出されます。

＜特徴＞

徳島県立農林水産総合技術支援センター病害虫防除所
　　電話：088－674－1954　〒779-3233　名西郡石井町石井字石井 1660
徳島県農林水産部もうかるブランド推進課安全安心農業担当
　　電話：088－621－2411　〒770-8570　徳島市万代町 1丁目 1番地

幼虫が排出したフラス

の
成虫 幼虫

　クビアカツヤカミキリは、モモ、ウメ、カキ、サクラなどを加害する外来の害虫で、
平成 27年に徳島県内の一部地域で発生が確認されました。
　クビアカツヤカミキリの幼虫は、樹木に寄生し、内部を食い荒らし枯らしてし
まいます。
　現在、県では発生状況の確認に努めています。お近くのモモ、ウメ、カキ、サ
クラなどで成虫や大量のフラス（木屑と虫糞が混じったもの）を確認した場合は、
病害虫防除所（電話：088－674－1954）までご連絡をお願いします。
　なお、まん延防止のため、成虫を確認した場合は、捕殺していただきますよう、
重ねてお願いします。

お問い
合わせ先

◎
次
の
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
ま
す

と
、
水
漏
れ
が
わ
か
り
ま
す
。

　
①
家
中
の
蛇
口
を
全
て
閉
め
ま

し
ょ
う
。

　
②
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
フ
タ
を

開
け
て
メ
ー
タ
ー
を
見
ま
す
。

　
　
銀
色
か
赤
色
の
星
の
よ
う
な
形

の
も
の
（
パ
イ
ロ
ッ
ト
）
を
、

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
③
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
回
っ
て
い
た

ら
、
宅
内
の
ど
こ
か
で
漏
水
し

て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
上
板
町
役
場
　
水
道
課

　
℡ 

六
九
四－

六
八
一
七

宅
内
漏
水
の
見
つ
け
方

水
道
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

水
道
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

宅
内
漏
水
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

パイロット

漏
水
が
見
つ
か
っ
た
と
き
は
、個
人
負

担
で
お
近
く
の
水
道
工
事
店
等
に
依

頼
し
て
、修
理
し
て
く
だ
さ
い
。

宅
内
漏
水
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！
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　子育ていちょう会は不登校や引きこもり等の子育て
の悩みを抱える親のためにある会です。
　同じ悩みや心の痛み，苦しみを聞いたり，自分の思
うことを話すことで今までこだわっていたことや考え
方が変わり，広く大きく考えられる場所です。
　保護者，支援者，カウンセラー，アドバイザーが集
い子ども達の生きる力をはぐくめるように諸問題の解
決に向けて話し合い，相談・支援活動をしています。
先生方のご参加もお待ちしています。誰でも自由に気
軽に参加ができますので一人で悩まず是非お越し下さ
い。話の内容は，秘密厳守となっています。

上板町子ども・若者相談支援センター「あい」
ＩＴセンター２階

8月27日（土）（19時～21時）
9月24日（土）（19時～21時）
10月22日（土）（19時～21時）

子育ていちょう会

相談窓口 連絡先 受付時間（月～金）

開催について（ご案内）
の

参加費
無料

毎月第4土曜日（19時～21時）

９月以降も第4土曜日
で開催しています。

相談支援センター「あい」
（ＩＴセンター内） 637－6006 9：00～17：00

694－6814 8：30～17：00上板町教育委員会

平成28年

上板町子ども・若者相談支援センター「あい」からのお知らせです。上板町子ども・若者相談支援センター「あい」からのお知らせです。上板町子ども・若者相談支援センター「あい」からのお知らせです。

これまでに、下記のようなケースで関係機関
の支援の下、対応しています。
・友だちとのトラブルが多い
・学校生活が落ち着かない
・学校に行きづらく遅刻、不登校、引きこもりがち
・中学校を卒業したが、進路が決まっていない
・高校を中退し、将来のことが不安
・虐待や非行問題など

このようなことで、気になっていませんか。
子育て・しつけ・教育などで悩みや困りごとがある方、
中学校卒業後の若者（30歳ぐらいまで）はもちろん、
40歳、50歳、高齢者の相談も可能です。
ご相談を受けつけていますので、気軽にお立ち寄りください。

子ども・若者（幼・小・中学生・中学卒業後～30歳ぐらいまで）について
いじめ、不登校、引きこもり、ニート、虐待など子育てについて悩んでいる方、
その家族・教員など『あい』に話しに来ませんか。
ご相談を受け付けています。

『あい』では、教育の応援をさせていただいております。（気軽にご相談を）

難しい問題は、『個別ケース検討会議』を通じ、
県内３2機関のご支援ご協力を受けて相談できます。

上板町子ども・若者相談支援センター『あい』をご活用ください。上板町子ども・若者相談支援センター『あい』をご活用ください。

活動場所

日　　時

（土・日・祝日は休み）（相談無料）

寄
せ
植
え
教
室
の
募
集

八
月
は
、プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
創
り
ま
し
ょ
う
。 

お
部
屋
、テ
ー
ブ
ル
を
飾
る
ア
イ
テ
ム
と
し
て
永
く
使
え
ま
す
。

寄
せ
植
え
教
室
の
募
集

●
日
　時
　
平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
四
日
　
水
曜
日

　
　
　
　
　
十
三
時
三
十
分
〜

●
場
　所
　
馬
道
会
館
　
℡ 

六
九
四

－

四
八
六
八

 

　
上
板
町
西
分
字
原
渕
一
八
番
地
二

●
申
し
込
み
締
め
切
り

　
　
　
　
　
八
月
十
七
日
　
水
曜
日
　
午
後
五
時
ま
で

●
材
料
代
　
二
、〇
〇
〇
円

徳
島
県
精
神
障
が
い
者
家
族
会
連
合
会
か
ら

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

精
神
障
が
い
者
の
当
事
者
や
そ
の
家
族
を
対

象
に
家
族
相
談
員
が
悩
み
や
困
り
事
の
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。

【
秘
密
厳
守
】

●
日
時

　
毎
週
月
、水
、金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

　
九
時
〜
十
五
時

●
場
所

　
県
立
障
が
い
者
交
流
プ
ラ
ザ
三
階

　（
徳
島
市
南
矢
三
町
二

−

一

−

五
九
）

●
電
話

　
〇
八
八

−

六
三
一

−

二
〇
二
八

●
料
金
　
無
料

精神障がい者、
電話及び来所相談について
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九
月
十
九
日
（
月
）
に
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

多
目
的
ホ
ー
ル
で
実
施
す
る
平
成
二
十
八
年
度
敬
老

会
に
お
い
て
、
結
婚
六
十
年
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
）

を
迎
え
た
ご
夫
婦
の
お
祝
い
を
す
る
予
定
で
す
。

　

つ
ぎ
の
基
準
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、
福
祉
保
健
課

ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
お
申
込
み
い
た
だ
い
た
ご
夫
婦
に
は
、
後

日
招
待
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

【
該
当
基
準
】

　

昭
和
三
十
一
年
一
月
一
日
〜

　

昭
和
三
十
一
年
十
二
月
三
十
一
日
の
間
に
、

　

ご
結
婚
さ
れ
た
上
板
町
在
住
の
ご
夫
婦

【
申
込
締
切
日
】

　

平
成
二
十
八
年
九
月
二
日（
金
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

上
板
町
役
場
　
福
祉
保
健
課

　

TEEE六
九
四

−

六
八
一
〇

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

会
員
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

会
員
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

３．事　前　打　合　せ

４．援 　 助 　 活 　 動

５．活動終了後、報酬支払

ファミリー・サポート・センター

依頼会員
子育てを一時的に
手伝ってほしい方

提供会員
子育てのお手伝い
をしたい方　　　

ファミリー・サポート・センターのしくみ

子育てを一時的に手伝ってほしい方
子育てのお手伝いをしたい方
会員登録されませんか！

登録・入会は無料
会員登録は随時、入会の説明を受け登録できます。
今すぐ必要でなくても登録しておくといざという
時安心です。（保護者の顔写真２枚 ３×３㎝くら
いのもの・印鑑を持参して下さい。）
板野東部ファミリー・サポート・センター
（藍住町奥野字矢上前 32-1）

TEL 0 8 8 － 6 9 3 － 3 0 3 3 　 FAX 0 8 8 － 6 9 3 － 3 0 3 4 
E-MAIL  familyit@mxi.netwave.or.jp　URL  http://fami-sapo.jp

板野東部ファミリー・サポート・センター

＊会員大募集＊ ＊会員登録するには？＊

●依頼会員　小学校６年生までの子どもを預かって
　　　　　　欲しい人
●提供会員　上板町にお住まいで自宅で子どもを預
　　　　　　かる事のできる人（提供会員講習会を
　　　　　　受講していただきます。）
●両方会員　預けたり、預かったりの両方をかねて
　　　　　　できる人

＊誰が会員になれるの？＊

援助を受けた依頼会員が提供会員に直接支払います
月～金　7：00～21：00　　　　　１時間／ 700 円
早朝・深夜・土日祭日・年末年始は　　１時間／ 800 円

＊利用料金＊

問い合わせ
と

申 し 込 み

１．
依頼
の申込

  ２．提供の依頼

●と　き　 8月 3日（水）、24日（水）、
　　　　　 9月 7日（水）
●ところ　徳島駅クレメントプラザ
●内　容　ビジネスマナー、模擬面接など
●お問い合わせ
　徳島県若年者就職サポートセンター
　TEL�088−602−1188、FAX�088−602−1189

●募集予定戸数　44戸
●お申し込み　 8月 8日（月）、 9日（火）
　　　　　　　　10：00〜16：00に県庁11階講堂へ
●お問い合わせ
　県住宅供給公社
　　TEL�088−666−3125、FAX�088−666−3126
　ＰＦＩ管理センター
　　TEL�088−678−2271、FAX�088−655−6255

ダイヤモンド婚を迎える
ご夫婦をお祝いします。

就職力アップセミナー

県営住宅入居者募集
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詳細はこちらです

★日程・内容
　

★時　　　間

★講　　　師

★募集対象者

★募 集 人 数
　

★募 集 期 間

★参　加　費

平成28年９月３日（土）～平成28年12月24日（土）
毎週土曜日（全16回）
19時00分～20時00分　　
健康運動指導士　　三　栖　広　希　（みす　ひろき）
上板町在住の方で40歳以上の方で医師に運動を止められていない方
35人（希望者多数の場合は抽選で決定）初めての方を、優先とします。
TEL予約OK
平成28年８月20日（土）まで受付します。
参加無料

健康教室内容
○　肩こり、腰痛が慢性化している方
○　肥満から脱出してみようと思われる方。
○　運動不足で何か始めてみようと思われる方。

健康教室の意義と効果は？
　私たちの社会は今、これまでに例をみないスピードで高齢化が進んでい
ます。今後、寝たきりや介護が必要な高齢者が急速に増えることが見込ま
れており、「介護が必要になったらどうしよう」という思いは、高齢者と
その家族だけのものではなく、介護が必要な期間が長期化したり、介護す
る家族の高齢化等が進んでおり、誰もが共通に抱く不安となっています。
早期に健康な身体を作り安心な生活ができるように応援します。

□ 元気で、生涯自立した生活をするための足腰の筋力を維持できるようにします。
□ 日常生活の中に意識して定期的に体を動かすことが苦にならないようにします。
□ 定期的な運動が、楽しく有意義で効果的である事を実感して頂きます。

〇 修了後の声
運動すると夜が良く眠れます・・・　　　　　　　水中運動をはじめて歩行が楽になりました・・・
今後も、このような講座を企画してほしい・・・　　楽しく教室に参加できました・・・

肩こりと腰痛がひどくて
健康教室に参加しました。

60歳代女性

上
板
町
健
康
教
室
参
加
者
募
集
の
お
知
ら
せ

第
５
回
上
板
町
健
康
教
室
参
加
者
募
集
の
お
知
ら
せ

第
５
回
上
板
町
健
康
教
室
参
加
者
募
集
の
お
知
ら
せ

第
５
回

　上板町ファミリースポーツ公園及びアサンスポーツクラブ内にて、楽しく健康に関
する運動や講義を開催致します。是非、この機会に運動の効果や実践の効果を体験し
て今後の生活に役立てましょう。

① 運動のできる服
② 飲み物（お茶等）
③ タオル
④ ウォーキングシューズ
⑤ 水着
⑥ 水泳帽子

教室参加準備物

受 講 前 受 講 後 プラス・マイナス
体 脂 肪 量
除脂肪体重

18.3 kg 
36.7 kg 
33.40％
25.3　

－5.2 kg 
5.8 kg 

体 脂 肪 量
Ｂ　Ｍ　Ｉ

－9.70％
－0.2　

13.1 kg 
42.5 kg 
23.70％
25.1　

健康教室
受講者の声

◎全16講座の内、プール講座を受講された方は、「上板町温水プール無料遊泳券」を差し上げます。
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上板町ファミリースポーツ公園内
アサンスポーツクラブ　健康教室係まで　TEL 694－6557

3日

10日

17日

24日

1日

8日

15日

22日

5日

12日

19日

26日

3日

10日

17日

24日

１階観覧室

１階観覧室

１階観覧室

温水プール

温水プール

１階観覧室

温水プール

温水プール

１階観覧室

温水プール

温水プール

１階観覧室

温水プール

温水プール

１階観覧室

１階観覧室

□開講式　　□健康教室内容・施設利用等の説明

□体力測定

□体力測定結果説明　　□正しいストレッチ法

□水中ウォーキング　　　　　　　　　　（水の特性①）

□水中ウォーキング　　　　　　　　　　（水の特性②）

□正しい姿勢について　　□正しいストレッチ法

□水中運動（腰痛・肩こり改善運動）　　（水の特性③）

□水中運動（アクアエクササイズ）　　　（水の特性④）

□エアロビクス運動/やさしい筋力トレーニング　

□水中ウォーキング　　　　　　　　　　（水の特性⑤）

□水中運動（アクアエクササイズ）　　　（水の特性⑥）

□ボールエクササイズ　　□関節の可動域

□初心者水泳①（呼吸法・浮き方・立ち方）

□初心者水泳②（腰掛キック・ビート板キック）

□体力測定

□体力測定結果説明　□閉講式（総評）

○　講師の都合により講座内容等が変更する場合が
　　ありますので御了承下さい。
○　全 16講座の内、プール講座を受講された方は、
　　「上板町温水プール無料遊泳券」を差し上げます。    
○　講座をお休みされる場合は、上板町健康教室係
　　（TEL 694－6557）まで連絡下さい。

実施月 日 曜日 場　所 内　容

第5回　上板町健康教室実施内容
全16回　／　講座時間　19：00～20：00

9　月

10月

11月

12月

土曜日

● １階観覧室
運動しやすい服装
シューズ
タオル
水分補給

● 温水プール
水着
水泳帽子
タオル
（ゴーグル）

講座に準備する物

お申し込み先
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介 護 保 険 か ら の お 知 ら せ介 護 保 険 か ら の お 知 ら せ

■制度に関するお問い合わせ
　厚生労働省　専用ダイヤル電話

0570 − 037 − 192

上板町役場　福祉保健課　臨時福祉給付金係
TELE6 9 4 − 6810

　
「
一
億
総
活
躍
社
会
」
の
実
現
に
向
け
、
賃
金
引
上

げ
の
恩
恵
が
及
び
に
く
い
低
年
金
受
給
者
へ
支
援
し
、

平
成
二
十
八
年
前
半
の
個
人
消
費
の
下
支
え
に
も
資
す

る
よ
う
、
低
所
得
の
高
齢
者
等
を
対
象
に
年
金
生
活
者

等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
を
実
施
し
ま
す
。

　
① 

給
付
対
象
者

　

平
成
二
十
七
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
の
対
象
者
の
う

ち
、
平
成
二
十
八
年
度
中
に
六
十
五
歳
以
上
と
な
る
方

（
昭
和
二
十
七
年
四
月
一
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

　

〇
平
成
二
十
七
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
の
支
給
要
件

　
　

・
平
成
二
十
七
年
度
分
の
町
民
税
（
均
等
割
）
の
非

課
税
者
で
あ
る
こ
と

　
　

・
平
成
二
十
七
年
度
分
の
町
民
税
（
均
等
割
）
の
課

税
者
の
扶
養
親
族
等
に
当
た
ら
な
い
こ
と
等
の
所

定
の
要
件
を
満
た
す
者

　
　
　
（
た
だ
し
、
生
活
保
護
の
受
給
者
で
あ
る
方
な
ど
は

除
き
ま
す
。）

　
② 

給
付
額

　

給
付
対
象
者
一
人
に
つ
き　

三
万
円
（
一
回
限
り
）

　
③ 

申
請
期
間

　

平
成
二
十
八
年
五
月
十
六
日
（
月
）
〜

　

平
成
二
十
八
年
八
月
三
十
一
日
（
水
）
ま
で

　
④ 

申
請
方
法

　

対
象
と
思
わ
れ
る
方
に
五
月
中
旬
に
申
請
書
を
送
付

し
て
お
り
ま
す
。
送
付
さ
れ
た
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
押
印
の
上
、
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
や
保

険
証
の
写
し
な
ど
）
と
振
込
先
口
座
確
認
書
類
（
通
帳

の
写
し
）
を
同
封
の
返
信
用
封
筒
に
入
れ
て
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
上
板
町
役
場
福
祉
保
健
課
窓
口
で

も
申
請
を
受
付
い
た
し
ま
す
。

　
※
支
給
対
象
と
思
わ
れ
る
方
で
、
現
在
も
申
請
書
が
届

か
な
い
方
は
、下
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
申
請
受
付
期
限
は
、平
成
二
十
八
年
八
月
三
十
一
日（
水
）で
す
。

　
お
早
め
に
申
請
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

『高齢者向け給付金』の申請はお済みですか。

お 問 い
合わせ先給付金を装った

「振り込め詐欺」や
「個人情報の詐取」に
ご注意ください。

　

納
期
限
内
に
お
納
め
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

口
座
振
替
の
方
は
、
八
月
三
十
一
日
に
引
き
落
と
し
い
た
し
ま
す
の

で
残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

被
保
険
者
の
方
に
死
亡
や
転
出
な
ど
異
動
が
あ
っ
た
場
合
は
福
祉
保

健
課
で
資
格
喪
失
の
手
続
が
必
要
で
す
。
死
亡
に
よ
る
喪
失
の
場
合
は
、

年
金
の
喪
失
手
続
き
も
忘
れ
ず
行
っ
て
下
さ
い
。
年
金
手
続
に
つ
い
て

は
、
受
給
年
金
の
各
年
金
保
険
者
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　

保
険
料
変
更
に
伴
う
還
付
の
お
知
ら
せ
通
知
が
届
き
ま
し
た
ら
速
や

か
に
福
祉
保
健
課
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　
上
板
町
役
場
　
福
祉
保
健
課
　
TEEE六
九
四

−

六
八
一
〇

●
相
談
窓
口

　

地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
を
介
護
、
福
祉
、
健
康
等
総
合

的
に
支
え
て
い
く
た
め
の
拠
点
と
し
て
上
板
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
相
談
業
務
の
ほ
か
介
護
予
防
事
業
な
ど
も
行
っ
て

い
ま
す
。
今
す
ぐ
に
介
護
保
険
を
使
う
必
要
が
な
い
場
合
で
も
、
日
常

生
活
に
関
す
る
相
談
な
ど
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
TEEE六
九
四

−

五
五
九
七
　

　
上
板
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
TEEE六
九
四

−

六
一
五
五

八
月
は
介
護
保
険
料（
第
二
期
分
）の
納
付

月
で
す
。
納
期
限
は
平
成
二
十
八
年
八
月

三
十
一
日
で
す
。
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「肝炎ウイルス検診・前立腺がん検診について」「肝炎ウイルス検診・前立腺がん検診について」
上板町福祉保健課よりお知らせします。
「肝炎ウイルス検診・前立腺がん検診を町内医療機関で実施します。」
問診票は下記医院においてありますので該当する方は直接医療機関を受診してください。

上板町福祉保健課よりお知らせします。
「肝炎ウイルス検診・前立腺がん検診を町内医療機関で実施します。」
問診票は下記医院においてありますので該当する方は直接医療機関を受診してください。

　

近
年
患
者
数
が
増
加
し
て
い
る
精
神
疾
患

は
、
国
の
医
療
対
策
に
お
い
て
特
に
重
点
を

置
い
て
い
る
が
ん
・
脳
卒
中
・
心
臓
病
・
糖

尿
病
と
と
も
に
「
五
大
疾
病
」
に
指
定
さ
れ
、

ま
た
、
厚
生
労
働
省
は
、
年
間
約
三
万
人
の

自
殺
者
の
多
く
は
、
精
神
疾
患
を
罹
患
し
て

い
た
可
能
性
が
あ
る
と
し
、
自
殺
予
防
対
策

を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

自
殺
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
精
神
疾
患

や
精
神
障
が
い
者
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と

も
に
、
自
殺
予
防
に
つ
い
て
地
域
で
共
に
考

え
支
え
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

つ
ぎ
の
と
お
り
自
殺
予
防
講
演
会
を
開
催

い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
参
加
下
さ
い
。

　

住
民
の
方
、
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ

け
ま
す
。

■
日
時

　
平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
三
日
（
火
）

　
午
後
一
時
三
十
分
〜
午
後
三
時

■
場
所

　
上
板
町
中
央
公
民
館
（
役
場
二
階
）

　
大
会
議
室

■
演
題

　「
死
に
た
い
気
持
ち
に
ど
う

　
向
き
合
う
か
」

■
講
師

　
社
会
医
療
法
人
あ
い
ざ
と
会
　藍
里
病
院

　
副
院
長
　
吉
田
　精
次
　先
生

平
成
二
十
八
年
度

自
殺
予
防
講
演
会

を
開
催
し
ま
す

2 内容・対象者及び料金
項　　　目 対　　　象 料　　　金

１）肝炎ウイルス検診
（Ｂ型Ｃ型肝炎抗体検査）

４０歳以上で今までに肝炎ウイルス検診
をうけたことがなく、検診を希望する方

Ｂ型・Ｃ型　　　８００円
Ｃ型のみ　　　　７００円
Ｂ型のみ　　　　２００円

２）前 立 腺 が ん 検 診
（前立腺特異抗原検査）

５０歳以上の男性 ５００円

3 肝炎ウイルス検診個別勧奨について
　これまでに肝炎ウイル
ス検診を受診されたこと
がない下記の年齢に該当
する方は、自己負担金が
無料となりますので、受
診を希望する方は福祉保
健課までお問い合わせく
ださい。

年齢 生　年　月　日

40歳 昭和51年（1976）年 4月 1日〜
昭和52年（1977）年 3月31日　

45歳 昭和46年（1971）年 4月 1日〜
昭和47年（1972）年 3月31日　

50歳 昭和41年（1966）年 4月 1日〜
昭和42年（1967）年 3月31日　

1 実施医療機関と日程
実施医療機関 日　　　　時

井 内 内 科 ６９４−５３５３ 平成28年８月１日（月）から12月26日（月）
　診療時間については、直接医院にお問い合わせ下さい。
　

○検診は血液検査にて行いますので、午後４時30分頃まで
　に受診してください。

井関クリニック ６３７−６０６６

友 成 医 院 ６９４−５５１５

東）野田医院 ６９４−２００８

西）野田医院 ６９４−２００９

注意

年齢 生　年　月　日

55歳 昭和36年（1961）年 4月 1日〜
昭和37年（1962）年 3月31日　

60歳 昭和31年（1956）年 4月 1日〜
昭和32年（1957）年 3月31日　

65歳 昭和26年（1951）年 4月 1日〜
昭和27年（1952）年 3月31日　

問い合わせ先　　上板町役場　福祉保健課　TEL ６９４−６８１０

※
参
加
費
無
料
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保健師からのお知らせです保健師からのお知らせです

１．熱中症予防について

２．夏に注意してほしい感染症予防について

意識の確認

水分を自力で
摂取できるか

救急隊を要請

①　涼しい場所への避難①　涼しい場所への避難

②　脱　衣　と　冷　却

⑤　医 療 機 関 へ 搬 送

②　脱　衣　と　冷　却

④　症状が改善しない場合

③　水分・塩分の補給

意識はある

水分摂取
できる　

意識がない

呼びかけに対し
返事がおかしい

水分を自力で
摂取できない

回復しない
場合は
医療機関へ

3　熱中症になったときには

2　熱中症の予防法

●めまい　●立ちくらみ
●筋肉痛　●汗がとまらない

１．軽い症状

1　こんな症状があったら
　　熱中症を疑いましょう。

●日傘・帽子の使用
●涼しい服装を心がける
●水分をこまめにとる
●こまめに休憩をとる
●日陰を利用

●頭痛　　●吐き気
●体がだるい（倦怠感）　●虚脱感

２．中等度の症状

●意識がない　　●けいれん
●高い体温である
●呼びかけに対し返事がおかしい
●まっすぐに歩けない、走れない

３．重症

熱中症の予防には、水分補給と暑さを避けることが大切です。

１）蚊を媒介とした感染症
　蚊を媒介とした感染症には、ジカウ
イルス感染症（ジカ熱）やデング熱な
どがあります。原因となるウイルスは、
それらに感染した人の血を吸った蚊（日
本ではヒトスジシマカ）の体内で増え、
その蚊がまた他の人の血を吸うことで
感染を広げていきます。
●蚊を媒介とした感染症を防ぐために
①小さな水たまりでも蚊の幼虫（ボウフラ）の発生源となります。下水
溝や雨水受け、バケツ、空き缶、古タイヤなど、身近な水たまりをな
くしましょう。
②蚊取り線香や殺虫剤などを利用したり、網戸などをつけたりして屋内
への蚊の侵入を防ぎましょう。
③蚊がいそうな場所では、長そで、長ズボンなど、肌の露出が少ない服
装にしましょう。虫よけスプレーなど、虫よけ効果のある薬剤の使用
も効果的です。
④ジカウイルス感染症は軽い病気ですが、赤ちゃんに影響が及ぶリスク
などを避けるために、妊婦や妊娠の予定がある女性、そのパートナー
等は、流行地への旅行は控えた方がいいでしょう。

２）マダニによる感染症
　草むらや山などに入る場合はマダニによる
感染症に注意が必要です。
●マダニによる感染症を防ぐために
　草むらや山などのダニが生息する場所に行
く場合には、長そで・長ズボン・長靴、手袋、
首にタオルを巻くなど、肌の露出をできるだ
け少なくすることが大切です。虫よけスプレー
など、虫よけ効果のある薬剤の使用も一定の
効果が得られます。ペットなどの身近な動物
にも気を付けましょう。屋外活動後は入浴し、
マダニが付着
していないか
注意深く全身
を チ ェ ッ ク
し、発熱等の
症状がある場
合は必ず医療
機関を受診し
ましょう。

● お問い合わせ先 ●　上板町役場　福祉保健課　保健師　TEL 6 9 4 － 6 8 1 0

【ヒトスジシマカ】

【タカサゴキララマダニ】

背中に 1本の白い線とW字状の
模様がある 4.5ｍｍほどの蚊です。
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８
月

1 ㈪ 吉 野 川 病 院 698 − 6111
2 ㈫ 片 山 医 院 698 − 2625
3 ㈬ 新 居 内 科 698 − 8808
4 ㈭ 田 根 内 科 胃 腸 科 698 − 0123
5 ㈮ い の も と 眼 科 内 科 698 − 8887
6 ㈯ 平 野 内 科 698 − 8060
7 ㈰ 中 山 産 婦 人 科 692 − 0333
8 ㈪ 北島こどもクリニック 697 − 2221
9 ㈫ つ か さ ク リ ニ ッ ク 697 − 2323
10 ㈬ 山 田 外 科 内 科 698 − 5500
11 ㈭ 内科クリニック・オクムラ 692 − 4771
12 ㈮ き た じ ま 田 岡 病 院 698 − 1234
13 ㈯ き た じ ま 田 岡 病 院 698 − 1234
14 ㈰ き た じ ま 田 岡 病 院 698 − 1234
15 ㈪ き た じ ま 田 岡 病 院 698 − 1234
16 ㈫ こ ま つ ば ら 整 形 外 科 698 − 5108
17 ㈬ 健生きたじまクリニック 698 − 9629
18 ㈭ 中村耳鼻咽喉科クリニック 697 − 3213
19 ㈮ ルナウイメンズクリニック 697 − 2322
20 ㈯ 吉 野 川 病 院 698 − 6111
21 ㈰ 鶴 岡 内 科 胃 腸 科 692 − 6886

■ 担当時間 ■　平日 18：00 〜 22：30　　休日 9：00 〜 22：30
８
月
22 ㈪ くぼ小児科クリニック 678 − 7141
23 ㈫ 香 川 内 科 692 − 9770
24 ㈬ 森 本 医 院 641 − 4141
25 ㈭ 中 川 整 形 外 科 641 − 2288
26 ㈮ 稲 次 整 形 外 科 病 院 692 − 5757
27 ㈯ 片 山 医 院 698 − 2625
28 ㈰ き は ら 耳 鼻 咽 喉 科 693 − 0087
29 ㈪ 浜 病 院 692 − 2317
30 ㈫ 安 芸 内 科 692 − 6111
31 ㈬ 清 水 内 科 692 − 8900

９
月

1 ㈭ あ い ず み 皮 ふ 科 692 − 9211
2 ㈮ 奥 村 医 院 692 − 2403
3 ㈯ 新 居 内 科 698 − 8808
4 ㈰ 近 藤 外 科 内 科 693 − 1188
5 ㈪ 山 田 眼 科 藍 住 692 − 8118
6 ㈫ 矢 野 医 院 692 − 4411
7 ㈬ 山 根 眼 科 692 − 8171
8 ㈭ 板 東 整 形 外 科 692 − 5151
9 ㈮ 西 條 耳 鼻 咽 喉 科 692 − 8711
10 ㈯ 田 根 内 科 胃 腸 科 698 − 0123

担当時間以外
の深夜の救急

きたじま田岡病院　　698 − 1234　　全日対応ですが、要確認
稲次整形外科病院　　692 − 5757　　水曜日、土曜日は受診前に要確認
東徳島医療センター　　672 − 1171　　対応日は確認してください

※休日・夜間緊急病院は、変更している場合がありますので、必ず電話してから受診してください。

平成28年8・9月分
〈8/1～9/10まで〉

市外局番は（０８８）です。在 宅 当 番 医在 宅 当 番 医

８月　保健行事予定表
Ⅰ　健康相談・健康教育
月／日 時　　　　間 場　　　　所 内　　　　容 担　　　　当
8／2 10：00 〜 11：30 農村環境改善センター 個別健康相談・健康教育 保健師・理学療法士
9／6 10：00 〜 11：30 農村環境改善センター 個別健康相談 保健師

Ⅲ　乳幼児健康診査

月／日 受　付　時　間 場　　　　所 内　　　　容 該　　当　　者

8／3 13：10 〜 14：00 農村環境改善センター 問診、身体測定、診察、育児相談、
栄養相談

平成27年9月10月、
平成28年3月4月生

１．乳児健康診査

月／日 受　付　時　間 場　　　　所 内　　　　容 該　　当　　者

8／4 13：00 〜 13：20 農村環境改善センター 問診、内科・歯科診察、身体測定、
聴力検査、発達・育児・歯科・栄養相談

平成26年12月1日〜
平成27年2月28日生

２．１歳６か月児健康診査

Ⅱ　集団がん検診
月／日 時　　　　間 受 付 場 所 内　　　　容 該　　当　　者

8／25 13：00 〜 16：00 農村環境改善センター 乳がん検診（マンモグラフィ撮影）
金額：1,500 円

40歳以上の女性の住民の方
募集人員　36名
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6月
平成28年

お
誕
生

お
め
で
と
う

谷
口
　
　宏
・
麻
美

男
の
子
　澄
真
（
と
う
ま
）

神
　宅

武
知
　哲
也
・
恵

男
の
子
　昊
熙
（
こ
う
き
）

西
　分

吉
岡
　弘
樹
・
恵

男
の
子
　恢
翔
（
か
い
と
）

椎
　本

佐
藤
　幸
司
・
朱
名

男
の
子
　匠
（
た
く
み
）

七
　條

林
　
　賢
人
・
三
彩
子

男
の
子
　晄
成
（
こ
う
せ
い
）

七
　條

小
倉
　進
也
・
博
美

女
の
子
　由
暖
（
ゆ
の
ん
）

西
　分

８月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

板
野
町
文
化
の
館
図
書
館

　

ＴＥＬ 

〇
八
八

－

六
七
二

－

五
八
八
八

板
野
町
文
化
の
館
図
書
館

板
野
町
文
化
の
館
図
書
館

月
カ
レ
ン
ダ
ー

8

開
館
時
間　

午
前
十
時
〜
午
後
六
時

●
六
月
は
、
延
べ
二
九
〇
人
に

　

一
、五
〇
八
冊
ご
利
用
頂
き
ま
し
た
。

板
野
町
文
化
の
館
図
書
館
は
、
上
板
町
民
の

方
も
利
用
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■ の日は休館日です。
※休館日等は変更される可能性も
　あります

平
成
28
年
度
地
籍
調
査
実
施
計
画
に
つ
い
て

◎一筆地調査実施地区 上板 15 西分字（橋北・切原・横関・ツカダ・西須賀・正念寺・玉神）
　今年度新たに実施する一筆地調査地区の土地所有者の方には９月中に説明会のご案内を送付させてい
ただき、法務局に登記されている土地の一筆ごとの筆界を確認する調査（一筆調査）を開始します。
　調査期間中は調査員や測量業者が調査地区に頻繁に出入りしますので、ご迷惑をおかけしますがよろ
しくお願いいたします。

地籍調査の目的
字限図（フィルム化したもの）

地籍図（調査後）

■土地を売買したり、相続に伴って分筆（登記上１個の土地を複数個に分
割すること）したり、公共用地に必要な部分を取得したりする場合、必
ず土地の正確な地籍（地番、地目、境界、面積、所有者が必要となります。

■このような地籍の情報は、登記所の簿冊（登記簿）と地図によって表さ
れています。しかしながらこれらの記録は、いまだに明治初期の地租改
正事業の調査記録を基礎としたものが多く、面積等が正確でないことは
よく知られています。

■特に、当時作成された字限図は、国民自身による局地的な測量によるも
ので、経緯度との関連づけもなく、現地と大きく食い違いが生じている
ものもあります。なお、現在の公図は、図面をフィルム化していたり電
子化している場合が多く、一見正確な地図と区別がつきにくいですが、
制度はまったく異なっています。

■地籍調査が実施されず、このような状況が依然放置されている地域では、
土地にかかわる多くの行政活動や経済活動に支障を来したり、無駄を生
じたりしています。

■地籍調査とは、土地の最も基礎的な情報である地籍を明らかにし、その
結果を記録することにより、このような状況を改善することを目的とし
て実施するものです。

平
成
28
年
度
地
籍
調
査
実
施
計
画
に
つ
い
て

平
成
28
年
度
の
地
籍
調
査
実
施
計
画
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
平
成
二
十
八
年
度
の
宝
く
じ
社
会
貢
献
広
報
事
業
に
よ

り
こ
の
度
、
本
流
ま
め
だ
が
「
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
」
の
助
成
を
受
け
、
備
品
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
に
必
要
な
備
品
や
集
会
施
設
の
整
備
、
安
全
な
地
域
づ

く
り
と
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
伝
統
文
化
の
継
承
及

び
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
等
に
対
し
て
助
成
を
行
い
、
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
充
実
・
強
化
を
図
る
こ
と
に

よ
り
、
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展

と
住
民
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る

た
め
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
事
業
の
活
用
を
希
望

す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

団
体
（
町
内
会
・
子

ど
も
会
な
ど
）
は
、

企
画
防
災
課
に
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
七
月
十
一
日
（
月
）
上

板
中
学
校
に
て
、
板
野
交

通
安
全
協
会
上
板
分
会
、

板
野
警
察
署
に
ご
協
力
い

た
だ
き
、
自
転
車
運
転
の

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
啓
発
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

　
早
朝
よ
り
正
門
付
近
に

て
立
哨
を
行
い
、
交
差
点

で
の
一
時
停
止
・
左
右
確

認
の
指
導
、
チ
ラ
シ
や
反

射
板
の
配
布
に
よ
り
、
交

通
事
故
防
止
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

　
自
転
車
を
利
用
さ
れ
る

町
民
の
み
な
さ
ん
も
、
交

通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ

う
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
上
板
町
役
場
　
企
画
防
災
課
　
℡
六
九
四

－

六
八
二
四

●土地一筆ごとの正確な地目や面積が把握されるため、課税
の適正化・公平化を図ることができます。
●成果を数値的に管理することにより、課税事務に必要な土
地異動情報を正確かつ効率的に把握できるようになります。

地籍調査を
行うと
どうなるか

交
通
安
全
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た

宝
く
じ
の
助
成
金
で
整
備
し
ま
し
た

交
通
安
全
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た


